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我
が
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
変
異
株
の
出
現
に
よ
り
、
全
国
的
な
感
染

拡
大
に
よ
る
内
外
経
済
へ
の
影
響
が
注
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
は
最
悪
の
事

態
を
想
定
し
た
水
際
対
策
を
行
う
な
ど
、
感

染
症
の
影
響
を
受
け
る
方
々
へ
の
支
援
な
ど

と
と
も
に
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」と「
コ

ロ
ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
を
め

ざ
す
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
地
方
税
収
な
ど
自
主
財
源
の
大
き

な
伸
び
が
見
込
め
な
い
中
で
、
全
収
入
の
約

４
分
の
３
が
依
存
財
源
と
い
う
柔
軟
性
の
乏

し
い
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
立
し

た
地
域
を
維
持
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
継
続
的
な
財
政

需
要
、
さ
ら
に
、
町
立
病
院
な
ど
老
朽
化
の

進
む
公
共
施
設
の
改
修
な
ど
、
大
き
な
公
共

投
資
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
自
治
体
経
営
の
安
定
化
と
の
両
立

を
図
り
ま
す
。
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き
れ
い
で
安
全
・
安
心
な

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
の
ま
ち

ご
み
処
理
等
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
「
富

良
野
生
活
圏
一
般
廃
棄
物
広
域
分
担
処
理
基

本
計
画
」
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
富
良
野
生
活
圏
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各

施
設
の
状
況
を
共
有
し
、
今
後
に
向
け
た
協

議
を
進
め
、
次
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

各
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
遊
具
の
劣
化
点
検
の
結
果
に
基
づ

き
、
島
津
公
園
の
施
設
な
ど
の
一
部
改
修
を

実
施
し
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
適
正
な

管
理
に
努
め
ま
す
。

み
ん
な
が
元
気
に
な
る

　
　
　
　
　
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
「
健
康
づ
く
り

推
進
の
ま
ち
」
宣
言
の
理
念
の
も
と
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
を
最
重
点
課

題
に
各
種
健
診
、
保
健
事
業
を
推
進
し
、
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
所
得
制
限
を
廃
止
し
、
中
学
生
以
下

の
全
て
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
償
化
し
ま

す
。町

立
病
院
は
令
和
７
年
の
竣
工
に
向
け
て

計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
本
年
度
は
工
期
短

縮
や
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
る
「
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
方
式
（
設
計
、施
工
一
括
方
式
）」

に
よ
る
工
事
発
注
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
４
月
か
ら
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
一
時
移
転
し
、
発
達
支

援
事
業
や
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を
継
続
し

ま
す
。
新
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
６
年

４
月
の
竣
工
に
向
け
て
計
画
的
に
整
備
を
進

め
、
本
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

活
力
と
交
流
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
の
ま
ち

農
林
業
で
は
、
第
８
次
農
業
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
基
幹
産
業
と
し
て
力
強
く
持
続
性

の
高
い
農
業
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。商

工
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け

た
事
業
活
動
の
回
復
・
活
性
化
な
ど
、
町
内

事
業
所
の
活
動
が
持
続
的
、
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
持
続
化
補
助
事
業
の
ほ
か
、
新
規

出
店
を
促
す
新
規
開
業
等
支
援
事
業
、
町
融

資
制
度
に
よ
る
支
援
を
進
め
ま
す
。

新
た
な
魅
力
づ
く
り
と
し
て
、
ロ
ケ
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
し
、本
年
度
は「
泥
流
地
帯
」

の
撮
影
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅
駅
舎
の

外
観
改
修
を
行
い
、
映
画
撮
影
の
聖
地
化
な

ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
知
名
度
の
向
上
に
向

け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
令
和
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発
展
を
支
え
る

　
　
生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

と
も
に
生
き
、

　
　
　
　
　
と
も
に
つ
く
る
ま
ち

つ
な
が
る
意
識
の
醸
成
、
地
域
活
動
に
参

加
す
る
意
識
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
自
治
活
動
推
進
交
付
金
の
運
用
を
通
じ
、

地
域
団
体
の
自
主
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
津
市

と
の
友
好
都
市
提
携
25
周
年
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
間
の
経
済
交
流

に
つ
い
て
も
継
続
、
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

自
衛
隊
と
の
共
生
に
つ
い
て
は
、
上
富
良

野
駐
屯
地
の
現
状
規
模
堅
持
と
さ
ら
な
る
拡

充
に
向
け
て
要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
は

泉
町
南
団
地
の
５
号
棟
建
設
の
実
施
設
計
、

地
質
調
査
と
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。

定
住
移
住
の
促
進
で
は
、
奨
学
金
返
還
支

援
補
助
制
度
を
継
続
し
、
中
小
事
業
者
な
ど

の
人
材
確
保
、
定
住
促
進
に
取
り
組
み
、
活

力
あ
る
地
域
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
生
活
体

験
と
就
労
体
験
を
併
せ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕

組
み
づ
く
り
は
、
町
内
の
協
力
企
業
を
募
り

取
り
組
み
ま
す
。

４
年
１
月
28
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
、
本
年
度
は
拠
点
施
設
の
十
勝
岳
火
山

砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
認
定
を
記
念

す
る
行
事
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
地
域
普
及

に
取
り
組
み
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
が
「
か
み
ふ
ら
の
」
に
愛

着
を
持
ち
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
と
受
け
止
め
、
第
６
次
上
富
良
野
町
総

合
計
画
に
基
づ
き
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
緊
急
性
や
優
先
性
な

ど
を
考
慮
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

令和 4 年度町政執行方針
全文はこちらから
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こ
の
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
込
ま
れ
な
い
中
、
児
童
生

徒
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
学
び
の
保
障
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
時
々

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
対
応
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
「
上
富
良
野

町
教
育
大
綱
」「
上
富
良
野
町
教
育
振
興
基

本
計
画
」
で
示
す
教
育
理
念
「
ふ
る
さ
と
に

学
び
　
人
が
輝
き
　
人
が
つ
な
が
る
　
か
み

ふ
ら
の
の
教
育
」
の
実
現
を
め
ざ
し
教
育
行

政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

教
育
振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
て
い
る
基
本

的
方
向
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
の
継
続
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推

進
」「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」「
不
登
校
対

応
の
充
実
」の
４
項
目
を
重
点
に
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

町
民
一
人
ひ
と
り
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
社
会
教
育
基

本
方
針
に
掲
げ
る
「
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

と
人
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進
」「
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」

「
心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化
・
芸
術
活
動
の

推
進
」
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

家
庭
と
地
域
の
教
育
力
向
上
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
人
格
形
成
に
必
要
な
「
基
本
的
生

活
習
慣
」
と
「
調
和
の
と
れ
た
心
身
」
を
育

む
こ
と
が
教
育
の
原
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
早
寝・早
起
き・朝
ご
は
ん
運
動
」
や
「
生

活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、

食
事
や
睡
眠
な
ど
の
大
切
さ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
の
学
習

機
会
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育
で
は
、
昨
年
度
延
期
し
た
青

少
年
国
内
交
流
事
業
を
対
象
学
年
を
中
学
１

年
生
ま
で
に
拡
充
し
、
友
好
都
市
三
重
県
津

市
に
派
遣
し
ま
す
。
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

で
は
、
中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
青
少

年
期
に
お
け
る
海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
生
活
文
化
体
験
や
語
学
研
修
を
行
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し

て
い
く
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
小
・
中
接
続

事
業
と
し
て
、
６
年
生
を
対
象
に
中
学
進
学

へ
の
不
安
を
和
ら
げ
、
進
学
に
対
す
る
期
待

を
持
つ
機
会
と
な
る
よ
う
「
か
み
ふ
っ
子
フ

レ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
協
力
し
て
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る

ほ
か
、
指
導
者
の
育
成
と
青
少
年
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら

町
内
の
高
校
生
以
下
の
日
の
出
公
園
ス
キ
ー

リ
フ
ト
使
用
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

文
化
の
振
興
で
は
、
自
主
企
画
芸
術
鑑
賞

事
業
や
町
民
芸
術
鑑
賞
事
業
を
通
し
て
、
芸

術
や
音
楽
な
ど
に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
文
化
活
動
に
参
加
す
る
機
会
拡

充
の
た
め
文
化
教
室
を
開
催
し
、
文
化
芸
術

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

郷
土
館
の
運
営
で
は
、
新
た
な
町
指
定
文

化
財
と
し
て
、
後
藤
純
男
氏
の
絵
画
371
点
、

郷
土
館
、
開
拓
記
念
館
を
文
化
庁
に
届
け
出

ま
し
た
。
今
後
も
町
指
定
文
化
財
な
ど
の
保

存
継
承
に
努
め
ま
す
。
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学
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
の
実

現
に
向
け
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
を

図
る
ほ
か
、令
和
６
年
度
か
ら
使
用
す
る『
社

会
科
副
読
本
「
か
み
ふ
ら
の
」』
の
第
12
次

改
訂
編
集
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
充

実
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
進
め
る
と
と

も
に
、
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

環
境
を
整
え
る
ほ
か
、
上
富
良
野
中
学
校
に

大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

児
童
生
徒
の
「
健
康
」「
安
全
・
安
心
」

を
考
え
、「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
に
基

づ
い
た
健
康
管
理
の
徹
底
」
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の
情
報
収

集
に
努
め
、
家
庭
と
連
携
し
た
取
組
を
継
続

し
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
保
護
者
と
の
教
育
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
が
学
習
し
た
り
、
保
護
者
同
士
が
相
談
し

合
え
る
場
の
設
定
に
む
け
て
、
検
討
を
進
め

る
ほ
か
、
保
健
福
祉
課
や
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
、多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

発
達
障
害
の
認
知
や
特
別
支
援
教
育
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
る
一
方
、
対
象
児
童
数
の

増
加
や
、
個
々
の
特
性
の
多
様
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
理
的
配
慮
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
や
そ
の
特
性
を
、
就
学
前
の
早
期

令和 4 年度教育行政執行
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か
ら
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
と

の
合
意
形
成
を
大
切
に
し
た
教
育
相
談
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
適
正

な
「
学
び
の
環
境
」
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

通
級
指
導
で
は
、
昨
年
開
設
し
た
中
学
校
の

通
級
指
導
教
室
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

小
学
校
の
通
級
指
導
と
連
携
し
た
効
果
的
な

運
営
を
図
り
ま
す
。

上
富
良
野
高
校
の
振
興
で
は
、
地
元
高
校

存
続
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
引
き
続
き
通

学
費
や
就
学
支
援
金
、
入
学
準
備
金
の
助

成
、
各
種
資
格
取
得
の
支
援
を
す
る
と
と
も

に
、
希
望
者
に
学
校
給
食
の
提
供
を
行
う
ほ

か
、
新
た
に
本
年
度
か
ら
個
人
所
有
端
末
を

利
用
し
た
授
業
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

端
末
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。


